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研究成果の概要（和文）：カオス的遍歴に関する４つのシナリオを提案した。１．｛ミルナーア

トラクターの存在、リドルドベイシンの出現、カオス的不変集合の存在｝の三つ組。２．On-off

間欠性などの不変多様体上に入り口集合、出口集合が出現する。３．法双曲型不変多様体の出

現。４．多重安定でフラクタルベイシンが存在。この他にまだ未確認ではあるが、ヘテロ次元

サイクルの出現と関連してカオス的遍歴が現れる可能性を指摘した。

研究成果の概要（英文）：We have proposed four scenarios on the mechanisms of chaotic
itinerancy:1. the appearance of triplet {Milnor attractors, riddled basin, chaotic
invariant set}; 2. the presence of the invariant set on which the entrance and the exit
sets appears such as on-off intermittency; 3. the appearance of normally hyperbolic
invariant manifolds; 4. the presence of fractal basin boundaries with multiple stable
states. The other possibility under the appearance of hetero-dimensional cycle was also
pointed out.
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１．研究開始当初の背景
研究代表者らがカオス的遍歴と名付けた現
象がさまざまな領域の非線形系で現れるこ
とがわかり、数学的な研究の必要性が認識さ
れ始めていた。

２．研究の目的
カオス的遍歴の出現機構を明らかにするこ
とである。

３．研究の方法
数値計算を主体としたモデル研究と関連す
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る数学理論。

４．研究成果
カオス的遍歴に対する４つのシナリオとひ
とつの可能性を明らかにした。１．｛ミルナ
ーアトラクターの存在、リドルドベイシンの
出現、カオス的不変集合の存在｝の三つ組。
２．On-off 間欠性などの不変多様体上に入り
口集合、出口集合が出現する。３．法双曲型
不変多様体の出現。４．多重安定でフラクタ
ルベイシンが存在。これらはそれぞれ世界的
なレベルで遷移過程の機構として個別に議
論されているが、本研究によって、それらの
機構とカオス的遍歴の機構の関係が明らか
になった。
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